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令和4年6月24日に委員会を開催し、次のとおり議決したので議事録を添えて報告する。 

 

記 

 

案         件 審査結果 少数意見 

報告第4号 専決処分（専決第11号 備前市介護保険条例の一部を改

正する条例）の承認を求めることについて 
承認 なし 

請願第3号 国に対しすべてのケア労働者の大幅賃上げを求める意見

書提出を求める請願 
継続審査 ― 

 

＜所管事務調査＞ 

 三石診療所における地域医療の担保について 

 吉永病院の院長について 

 三石診療所の開設と公立病院統廃合について 

 医療費の一部負担割合（国保）について 

 国民健康保険税の税率について 

 マイナンバーカードへの保険証の登載率について 

 三石診療所と地域包括ケアシステムについて 

 第2期備前市地域福祉計画・地域福祉活動計画と第9期介護保険事業計画について 

 ごみ拾い体験事業、モラル向上啓発事業について 

 マイクロプラスチックについて 

 片上地区へのごみコンテナハウス設置について 

 高校生への選挙啓発について 

 片上地区の異臭について 

 公共交通の計画について 

 

 

 



＜報告事項＞ 

  新型コロナウイルス感染症発生状況、ワクチン接種状況について（新型コロナウイル

スワクチン対策課） 

  報告第3号備前市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の承認を求めることについ

て（保健課） 

  新型コロナウイルスワクチン抗体保有率に関する事業について（新型コロナウイルス

ワクチン対策課） 

  第 2期備前市地域福祉計画・地域福祉活動計画について（共生のまちづくり推進課） 

  新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金の申請期限延長について（社会福祉

課） 

  令和 3年度病院事業の決算速報について（市立病院） 

  令和 4年 5月 15日執行備前市議会議員一般選挙の結果について（選挙管理委員会） 

  参議院議員通常選挙における期日前投票について（選挙管理委員会） 

  廃棄物収集車の物損事故について（環境課） 
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厚 生 文 教 委 員 会 記 録 

 

招 集 日 時 令和4年6月24日（金） 午前9時30分 

開議・閉議 午前9時30分 開会  ～ 午後2時11分  閉会 

場所・形態 委員会室 会期中（第2回定例会）の開催 

出 席 委 員 委員長 西上徳一 副委員長 丸山昭則 

 委員 中西裕康  土器 豊 

  立川 茂  青山孝樹 

  奥道光人  草加忠弘 

欠 席 委 員  なし   

遅 参 委 員  なし   

早 退 委 員  なし   

列 席 者 等 議長 守井秀龍   

傍 聴 者 議員 石原和人 森本洋子 藪内 靖 

  内田敏憲   

 報道関係 なし   

 一般傍聴 あり   

説 明 員 市民生活部長 濱山一泰 市民課長 藤森仁美 

 市民協働課長 浅野隆之 公共交通課長 杉山麻里 

 環境課長 野崎信二   

 
保健福祉部長 
兼 福祉事務所長 

森  優 
保健課長 兼 
新型コロナウイルスワクチン対策課長 

高橋多恵子 

 介護福祉課長 梶藤さつき 共生のまち推進課長 文田栄美 

 社会福祉課長 新庄英明 子育て支援課長 中野智子 

 総合支所部長 杉田和也 吉永総合支所長 江見清人 

 日生総合支所管理課長 横谷美加 三石総合支所管理課長 瀬尾茂樹 

 
病院総括事務長 
兼 吉永病院事務長 

尾崎嘉代 備前病院事務長 藤澤昌紀 

 日生病院事務長 小野田一義 備前さつき苑事務長 藤森勝一 

審 査 記 録 次のとおり    
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              午前９時３０分 開会 

○西上委員長 皆さん、おはようございます。 

 ただいまの出席は８名でございます。定足数に達しておりますので、これより厚生文教委員会

を開会いたします。 

 本日は、市民生活部、保健福祉部、市立病院ほか関係の議案審査、請願審査、所管事務調査を

行います。 

 新型コロナウイルス感染症対策のため議事に応じて説明員の入替えを行いますので、お含みお

きください。また、本日は改選後初めての委員会となりますことから、説明員が全員そろう報告

事項、所管事務調査の際に委員、執行部説明員の自己紹介をそれぞれしていただきますので、お

含みおきください。 

********************** 報告第4号の審査 *********************** 

 まず、報告第４号専決処分（専決第１１号備前市介護保険条例の一部を改正する条例）の承認

を求めることについての審査を行います。 

 報告第４号について質疑を希望される方の発言を許可します。 

○中西委員 それでは、私は２点お尋ねしたいと思います。 

 １点目は、令和４年３月３１日までのこれまでの実績というのはどのようなものなのか、それ

から今後の見込みはどのようなものなのか、お聞かせ願いたいと思います。 

○梶藤介護福祉課長 令和４年３月３１日までの実績でございますが、令和２年度に関しまして

は６名の方の申請をいただき、減免額が４７万３，８１０円となっております。令和３年度につ

きましては５名の方の申請がありまして、減免額が２５万４，４４０円ということになっており

ます。 

 それから、今後の見込みにつきましては前年度までに申請された方につきましては今年度給与

等の減額がない限り申請する方は少ないとは思っておりますが、コロナの関係の収入減がまだ見

込まれるということで例年どおりの申請があるのではないかと見込んでおります。 

○中西委員 令和２年度が６人で約４７万円、３年が５人で約２５．４万円ということですけど

も、人数と金額からするとかなりの差が出てくるんですけども、２年度の場合にはやはり所得の

高いところでの減免が多かったということなんでしょうか。 

○梶藤介護福祉課長 委員さんがおっしゃるとおりだと思っております。給与所得の額に応じて

になりますので、２年度のほうが給与所得が多かった方が多いのではないかと思っております。 

○中西委員 ２年度で６人、３年度で５人と、今年度はどういう状況になるかというのはありま

すけども、これの周知についてはどのようにお考えになっておられるんでしょうか。 

○梶藤介護福祉課長 広報で周知をしております。あとホームページに掲載しておりますので、

そちらを御覧になって申請、相談に来ていただけると思っております。 

○立川委員 軽減措置の金額を御報告いただいたんですが、この分は国のほうから財政措置はさ



- 3 - 

れるんですよね。 

○梶藤介護福祉課長 財政措置につきましては国のほうからの補助金と、それから特別調整交付

金が入りますので、どちらにしても１０割国のほうから補助されるということになります。 

○立川委員 入るということなんですが、それは単体で入るんですよね。ほかに流用されるよう

なことはないですよね。コロナの臨時調整金みたいにどんと入りますよじゃなくて、この分とい

うことで入ってくるわけですね。 

○梶藤介護福祉課長 そのとおりでございます。 

○立川委員 ちょっと道がそれるかも分からないんですが、介護保険のほうで毎回お尋ねをしよ

んですけど、１号被保険者の要介護、要支援までの認定割合というのはどのぐらいなんでしょう

か。それと、保険者数も併せて分かれば、分かりませんか。 

○梶藤介護福祉課長 現在の１号被保険者が１万２，８００人ほどです。認定者数が２，２００

人だったかと思うんですけども、認定の割合については１７．６％となっております。 

○立川委員 ２号保険者の数と、認定割合も一緒にお願いできますか。 

○梶藤介護福祉課長 令和３年度ですけども１万２６０人、認定者数が４０人ということで、２

号の認定率につきましては０．４％程度ということになります。 

○立川委員 ということは、介護保険の加入者はざっと申し訳ないですけどアバウトで２万３，

０００人の保険者という理解でよろしいですか。 

○梶藤介護福祉課長 ２万３，０００人弱ということになります。 

○立川委員 ２号保険者の認定は老化に起因する特定疾病ということになっていると思うんです

が、認知症を外してリウマチとか一部骨粗鬆とかパーキンソンとかあったと思うんですけど、何

が一番多かったか教えていただけたらありがたいと思います。 

○梶藤介護福祉課長 ２号認定者の疾患ですけども、主にはやはり脳血管疾患、それからがんの

末期で在宅で過ごされる方というのが増えているという傾向にあるということです。 

○立川委員 そしたら、この保険者の今後の推移の予測はどうでしょうか。 

○梶藤介護福祉課長 今後、高齢者についてはまだ増加の傾向にあるということで、人口に対す

る高齢者の割合も増えていく見込みと思います。認定者の推移につきましても、備前市は割と認

定率が１７％、１６％というあたりで落ち着いてはいるんですけども、高齢者が増えるに従って

幾らか増えていくんではないかと思っております。認定者の推移については、今後また事業量等

見て推移を出していく予定にしています。２号被保険者の認定率については、今までの傾向を見

ましてもあまり認定率が大きく上がるとは思っておりませんので、今までと同じような形になる

かと思っております。 

○立川委員 認定前、いわゆるフレイルの状況は大体おつかみいただいていますか。 

○梶藤介護福祉課長 フレイルといいますと、今認定になる前の事業を受けておられる方という

ことになるかと思うんですけども、総合事業を受けておられる方が今５００人程度です。 
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○立川委員 ということは、もう５％ぐらい上がる見込みがあるよということで理解しといたら

いいですか。 

○梶藤介護福祉課長 総合事業の方につきまして、皆さんが必ずしも要支援、要介護認定になる

ということではなく、フレイル予防ができるということであれば一般の生活もできる方と思って

おりますので、どちらかというと自立支援を目的に取り組んでまいりたいと思っております。 

○西上委員長 ほかに質疑はありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようですので、質疑を終了してよろしいか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。 

 これより報告第４号を採決いたします。 

 本案は承認することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、報告第４号は承認されました。 

 以上で報告第４号の審査を終わります。 

********************** 請願第3号の審査 *********************** 

 次に、請願第３号国に対し全てのケア労働者の大幅賃上げを求める意見書提出を求める請願に

ついての審査を行います。 

 請願第３号について発言をされる方の発言を許可いたします。 

○西上委員長 暫時休憩します。 

              午前９時４３分 休憩 

              午前９時４４分 再開 

○西上委員長 それでは、会議を再開いたします。 

○立川委員 この請願なんですが、お気持ちは非常によく分かるんですけど、まずもってどうす

るかというところから始めたいと思うんですけど、議員さんの意見を聞いて、これおっしゃるこ

とは誠に、これ医療労組のほうから出ているんですけど、医療介護、請願事項の３番目を見てみ

ると医療、介護、看護、介護、保育、ケア労働者と、これ私の理解なんですけど、こういった職

種は今チーム医療、チーム介護ということでやっておられるわけで、これ根拠はどうなのかなな

んていう気がする点が１点と、月額４万円以上、時給２５０円以上と、これ具体的な数字をお示

しいただいているんですけど、この根拠が例えば岡山県なのか、最低賃金でも岡山ですと八百六

十何ぼでしたね、東京ですともう１，０００円超えていますし、地域間格差もあるし、これを国

に対して全てというのは何か根拠に乏しいのかなと。先ほど申しました医療や介護でも、職員の

配置基準は介護報酬、医療報酬の設定に大きく関わってくることですし、何か基準が曖昧なよう

な気がしますので、１番の処遇改善というのは本当に大事なことだろうなと、これは思います。
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というようなことで、もうちょっと皆さん一緒に勉強したほうがいいのかなという気はしており

ます。 

○奥道委員 私もこれ読ませてもらったときに、先ほど立川委員がおっしゃった４万円の基準、

あまりにも一律で４万円というのはちょっと無謀というか、大きいなと。この基準がしっかりこ

れこれこういうことだからというようなことがより明快になれば、それもやむなしなんだろうな

と。それから、時給２５０円、月額４万円と時給２５０円のこの違いというのはきっと臨時的に

仕事されている方は時給という形取っているんでしょうけど、やはりこれをそれだけ上げてとい

うことがちょっとその基準、またこの金額が妥当なのかということを要は勉強していく必要があ

るのじゃないかなという気はします。もちろんこのケア労働者への仕事が大変だということは、

私自身も経験をしたことですからよく分かりますけども、そのこととこの金額とが釣り合うかと

いう点、もうちょっと勉強したいなという気がします。 

○西上委員長 もう少し勉強してからというような御意見がお二人ありましたけれども、ほかの

方の御意見はどうでしょうか。 

○中西委員 今私は資料を手元に持ってないんですが、医療、看護、介護、保育なんかのケア労

働者のその職種での他の職種と比べた賃金が相対的に低いというのが、この４万円のところに係

ってくる話だと思う。その４万円を上げたとなると、その時給２５０円以上の引上げというとこ

ろに係ってくる問題だと思っているんです。これについてはこの請願と同時に大変難解な資料が

ついていましたので、請願書と同時に提出のあった資料も配付していただき、それも熟読してい

ただきながら私は判断していただけたらと思います。 

 これは請願事項が全て政府ということになっておりますんで、備前市がそうしなければならな

いではなくて備前市がするためには国が手厚い対応をするようにという請願だと私は思っていま

す。ぜひ資料のほう、配付をしていただくようお願いをしておきたいと思います。 

○西上委員長 暫時休憩します。 

              午前９時４９分 休憩 

              午前９時５０分 再開 

○西上委員長 委員会を再開します。 

○立川委員 今お申出があったみたいですけど、オフィシャルならオフィシャルらしくこの請願

の添付資料として提出されたらどうですか。 

○中西委員 分かりました。それは後で、この請願の紹介議員と団体と話をしていただいて、再

度提出なり事務局に届くような形にしたいと思います。 

○立川委員 もし紹介議員さんにお尋ねされたり請願者にお尋ねされるんであれば、このケア労

働者という定義です、どこまで入るのかということも併せてちょっと理解し難いんですけど、医

療、介護、保育、福祉などの現場で働くケア労働者ということなんでワーカーさんまでで止まる

のか、その上のセラピスト、ＯＴさんであったりＰＴさんであったりというとこら辺が入るの
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か、例えばこれ栄養の面でいきますと保育士さんもそうですけど、栄養士さんが入るのか、何か

こう漠然とケア労働者でくくられるとちょっとつらいもんがあるんですけど、それも併せてお願

いしていただけたら研究に助かるかなと思いますが、いかがでしょうか。 

○西上委員長 分かりました。 

 それでは、請願第３号については皆さん勉強ということなんで継続審査を希望する旨の御意見

がございます。 

 採決に入る前に、まず本請願を継続審査とするかどうかお諮りし、継続審査が否決された場合

は本請願についての採決を行います。 

 いま一度申し上げます。 

 採決に入る前に、まず本請願の継続審査とするかどうかをお諮りし、継続審査が否決された場

合は本請願についての採決を行います。 

 それでは、継続審査とすることに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

 ありがとうございます。挙手多数であります。よって、請願第３号は継続審査といたします。 

 以上で請願第３号の審査を終わります。 

 説明員入れ替えのため、休憩いたします。 

              午前 ９時５３分 休憩 

              午前１０時１０分 再開 

○西上委員長 それでは、会議を再開いたします。 

 所管事務調査に先立ち、執行部からの報告事項をお受けいたしますが、その前に自己紹介をお

願いいたします。 

 まずは、委員各位に自己紹介をしていただき、その後執行部説明員の自己紹介をお願いいたし

ます。 

 委員長の西上でございます。どうかよろしくお願いいたします。 

○丸山副委員長 おはようございます。副委員長の丸山です。よろしくお願いします。 

○奥道委員 おはようございます。奥道でございます。よろしくお願いします。 

○草加委員 おはようございます。草加でございます。よろしくお願いします。 

○土器委員 土器豊です。よろしくお願いします。 

○中西委員 中西です。よろしくお願いします。 

○青山委員 青山です。よろしくお願いいたします。 

○立川委員 失礼いたします。委員を務めます立川です。よろしくお願いします。 

○西上委員長 それでは、執行部のほうからお願いいたします。 

○森保健福祉部長 保健福祉部長の森と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○中野子育て支援課長 中野です。よろしくお願いいたします。 
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○高橋保健課長兼新型コロナウイルスワクチン対策課長 高橋です。よろしくお願いします。 

○梶藤介護福祉課長 梶藤です。よろしくお願いいたします。 

○新庄社会福祉課長 新庄と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○文田共生のまち推進課長 文田です。よろしくお願いします。 

○尾崎病院総括事務長 では、私のほうから病院事業の説明員の紹介をさせていただきます。 

○藤澤備前病院事務長 藤澤です。よろしくお願いいたします。 

○小野田日生病院事務長 小野田です。よろしくお願いします。 

○藤森備前さつき苑事務長 藤森です。よろしくお願いします。 

○尾崎病院総括事務長 私、病院事業総括事務長の尾崎と申します。あと吉永病院の事務長も兼

ねております。どうぞよろしくお願いします。 

********************** 報告事項（保健福祉部、市立病院） *********************** 

○西上委員長 自己紹介が終わりましたので、ここからは報告事項に入ります。 

 報告のある方は挙手願います。 

○高橋保健課長兼新型コロナウイルスワクチン対策課長 それでは、新型コロナウイルスワクチ

ン対策課及び保健課から合わせて３点御報告いたします。 

 まず、新型コロナウイルスワクチン対策課より新型コロナウイルス感染症の発生状況及びワク

チン接種状況についてでございます。 

 配付しています資料を御覧ください。 

 まず、市内の新型コロナウイルス感染症患者発生状況でございます。 

 備前市の患者発生は、令和４年６月２０日時点で累計１，１０９人となっております。今年１

月から３月には、オミクロン株の流行による感染者の急増がありました。６月に入り新規患者発

生は減少傾向となり、６月の感染者数は２０日時点で４２人となっております。年代別の発生状

況を見ますと、１０代と１０代未満を中心に若年層での発生が多くなっております。療養の状況

については、そのほとんどが軽症で自宅療養にて回復されていると伺っております。 

 次のページを御覧ください。 

 直近のクラスターの発生は４件でございました。障害者施設、会社の寮、学校施設、スポーツ

団体で、それぞれ１件ずつの発生でございます。 

 続いて、ワクチン接種の状況です。 

 令和４年６月２０日現在の国の速報値は、表のとおりでございます。１２歳以上の住民の接種

率は１回目８７．３％、２回目８６．８％、３回目６７．８％となっております。また、５月２

５日から重症化予防を目的に４回目接種が開始されております。対象者は、３回目接種を完了さ

れた方のうち、１、６０歳以上の高齢者、２、１８歳から５９歳の基礎疾患を有する人となって

います。対象者は、約１万５，０００人と見込んでおります。３回目接種から５か月を経過され

た対象者の方に、随時接種券を発送しているところでございます。４回目接種が可能な方へのワ
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クチンの種類はファイザー社、またモデルナ社のワクチンとなっております。このたびの国のワ

クチン配送計画によりますと、４回目接種の対象者数に十分な回数分のワクチンが供給されるこ

ととなっております。内訳としましては、ファイザー社とモデルナ社の割合が１対４での配送で

モデルナ社を中心に配送されることとなっております。１２歳から１７歳の３回目接種には、現

在のところファイザー社ワクチンしか使用できません。したがいまして、その世代の未接種者用

にファイザー社ワクチンの確保を考慮しながら、引き続きワクチンの接種勧奨と感染対策につい

て広報してまいりたいと考えております。 

続きまして、保健課から報告をさせていただきます。 

 報告第３号備前市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることに

ついて御報告いたします。 

 国民健康保険法施行令の一部を改正する政令の通知を令和４年２月に収受し、同月開催された

備前市国民健康保険運営協議会において国保税を採用している備前市は地方税法の改正を待って

専決処分を行う旨報告を行い、委員には承認を得ております。その後、地方税法施行令等の改正

の交付を受け、４月１日からの施行のために市の条例改正につきまして３月３１日付で専決処分

をいたしました。 

 次に、備前市在住在勤者を対象とした新型コロナウイルス感染症の抗体保有率に関する研究事

業についてでございます。 

 広報紙等で市民に周知し、採血の様子は先日６月２１日の山陽新聞東備版にも掲載されたとこ

ろでございます。岡山大学と市との連携、協力に関する協定の下、いまだ収束しないコロナウイ

ルスとの共存社会を目指し安心して暮らせるまちづくりに生かすため岡山大学が市内在住在勤者

約２，０００人の被験者を募り、２か月ごとに少量の採血をし抗体の経時的変化とワクチンの接

種歴、罹患歴、基礎疾患等を併せて評価を行うものです。６月８日から市役所の本庁舎職員をは

じめ、市内の協力事業所や高齢者施設の入所者、職員等を対象に採血を開始したところでござい

ます。市民の方には７月から市内の各会場で御協力いただく予定としており、ただいま参加者を

募集するためのＰＲ活動をしているところでございます。議員の皆様にも、ぜひ御協力をいただ

きたく思っております。 

○文田共生のまち推進課長 それでは、共生のまち推進課から第２期備前市地域福祉計画、地域

福祉活動計画について御報告させていただきます。 

 現在、平成３０年度から５か年の計画で策定されております備前市地域福祉計画、地域福祉活

動計画につきまして期間の満了に伴いまして今年度見直しを行い、第２期の計画を策定すること

となっております。備前市地域福祉計画は、社会福祉協議会が取り組むこととされている地域福

祉活動計画と一体的に策定することとなっております。その基礎資料となります市民に向けたア

ンケート調査を５月末から実施いたしました。市内にお住まいの１８歳以上の方から２，５００

人を無作為抽出し、現在集計を行っているところでございます。計画策定に当たりましては、学
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識経験者などで構成された策定委員会を今年度４回予定しております。社会福祉協議会と共同

で、年度末には完成の予定でございます。また、年内にはパブリックコメントを行い、広く御意

見もいただきたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

○新庄社会福祉課長 新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金について令和４年６月３

０日までを申請期限としておりましたが、社会福祉協議会の生活福祉資金の特例貸付の申請期限

延長に伴いまして備前市新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金支給事業実施要綱を一

部改正しております。改正内容は、申請期限を令和４年６月３０日から令和４年８月３１日まで

とするものです。また、令和４年４月２６日申請受付分から当面の間、当支援金の求職活動要件

が緩和されました。緩和後の要件ですが、月１回以上市で面談については変更ございません。月

２回以上ハローワークで職業相談が月１回に、原則週１回求人先への応募または面接が月１回に

緩和されました。今後、申請期限が延長されたことと求職活動要件が緩和されたことを周知する

ため、７月初旬をめどに対象世帯に案内文を郵送する予定としております。 

○尾崎病院総括事務長 病院事業から１点、令和３年度病院事業決算について速報の御報告をさ

せていただきます。配付資料はございません。 

 まず、個々で申し上げますと、備前病院２億４，７１４万円の純利益、日生病院１億３，０４

６万円の純利益、吉永病院２，２７１万円の純利益、さつき苑２，９２１万円の純損失となり、

病院事業全体としては３億７，１１０万円の純利益となりました。 

 また、各病院の患者数について前年度対比で申し上げますと、備前病院は入院マイナス３．

６％、外来プラス１．４％、日生病院入院プラス５．３％、外来マイナス１．５％、吉永病院入

院プラス１．６％、外来プラス４．３％となっております。さつき苑につきましては入所者数が

プラス２．１％、通所者プラス１．３％となっており、訪問看護ステーションにつきましてはマ

イナス５．５％となっております。 

○西上委員長 ほかに報告はありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それではまず、この病院事業と報告事項の上から５番目まで、これに対する質疑を希望される

方の発言を許可いたします。ありませんか。 

○青山委員 それでは、新型コロナウイルス感染症の発生状況について細かい資料と、それから

説明をいただきましたが、現状どのような状況と市のほうでは捉えられておるんでしょうか。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 全国の状況と備前市の状況は、同じように推移し

ていると思っております。先ほどお示ししました感染者の発生状況のとおり、５月末より患者発

生数はゼロ人の日を更新する日も続いている状況です。６月２０日現在で４２人というのが１件

クラスターの発生がありましたので、その絡みで多少増えたと思っていて、全体的には減少傾向

にあると思っております。 

○青山委員 そういうところで、例えばマスクの緩和とか、あるいは集まっての食事の制限とか
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ということが今まであったわけなんですけど、そういったようなところの規制緩和については今

後どのような見通しがありますか。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 熱中症対策を考えていきますと、マスクの着用と

いうのは非常に今後検討するべきことかなと思っておりますが、現在はオミクロン株系列のウイ

ルスが増えている状況と国からは聞いておりますので、そうなりますといわゆるエアロゾル感染

が中心になりますので、室内で会話等される際にはマスクの着用というのは引き続き必要だと思

っております。 

○青山委員 スポーツ団体で６月中にクラスターがあったということなんですけど、スポーツに

おいては特に熱中症とか考えるとマスクの着用というのは難しい状況だと思うんですけど、その

辺をどう考えられていますか。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 スポーツ団体のクラスターにおきましては、スポ

ーツの種類等が公表されていないので室内の競技スポーツなのか、屋外でのスポーツなのかとい

うことは現在情報としては入っておりません。繰り返しになりますが、オミクロン株の感染防止

にはマスクの着用と換気が最重要と国からの通達も来ておりますので、会話をする際にはマスク

が必要と認識しております。 

○青山委員 集団での食事会等は２０人以内とするとかというふうな通達が出たと思うんですけ

ど、その辺の緩和というのはもう行われとるんですか。今現在、もう今までどおりになっとるん

でしょうか。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 現在のところ、緩和は示されておりません。 

○奥道委員 新型コロナウイルスの感染症について、今かかった方が１，１０９名ということは

分かりました。今一番問題になっているのが、回復したあとの後遺症だと思うんです。市のほう

で例えば後遺症についてのデータとか、何人持っているかとか、いや全然その状況何もないと

か、そういったような調査はされているのか。もししていたとして、そのそれぞれの個々の状況

でどんな感じなのかなということが分かれば教えてください。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 市では、市民のどなたがコロナウイルスに感染し

たかという情報をつかんでおりませんので、後遺症を有する方も情報としてはございません。 

○奥道委員 個人情報に関わることでもあるんだろうと思うんですけど、例えばもし後遺症で大

変な方はこちらのほうまで電話くださいとか、相談窓口を用意していますよとかというふうなこ

とはありますか。広報として例えば準備されているとか。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 マスコミ等でコロナ後遺症の専門外来が岡山大学

で始まったということは、御相談がありました方には広報しております。 

○奥道委員 相談は何件かあったということですか。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 相談というものは特にないですが、後遺症等が出

たときの心配をされて、想定で相談をされる方が例えば抗原キットの配布のときとかにあった際
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にはこういうのがありますよという周知をさせていただいている状況です。 

○奥道委員 後遺症でこういうふうな症状が出たときは例えば相談してくださいとか、あるいは

今言うその岡大に相談してくださいとかという部分での支援みたいな形になるんですか。それと

も広報みたいになるんか、ちょっと分かりませんけど、そういったお知らせをしっかりやってい

ただくということはどうなんでしょうか。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 後遺症外来等の周知をし、専門者のところでかか

りつけを持っていただくように周知していきたいと思います。 

○奥道委員 比較的オミクロン株の場合、この後遺症がかなり長期化すると新聞にも出ているん

ですけど、できるだけそういったような部分で一つはこういうときには相談してくださいという

のをしっかりお知らせしていただきたいなと。ある種それがコロナウイルス対策になるんじゃな

いかなと。要するにかからないということもそうですけども、かかってしまった人をしっかりケ

アしてあげるというのも大事な部分じゃないかと私思いますんで、よろしくお願いします。 

○立川委員 クラスターの発生状況ということで４件ありますよと、表をもらったんですけど、

これ人数はないんですけど、人数は伏せておられるんでしょうか。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 人数につきましては、発生が初回にあったときの

みカウントしておりますので、その後追加で１人、２人出た総計を確認しておりませんので、人

数をこのたびは表記しておりません。 

○立川委員 まあまあそんなことの数字かなと思います。障害者施設というのが一番上に出とん

ですけど、このくくりはどうなんですか。例えば特養とか、さっきあった老健さんとか、そんな

ところの範疇なんでしょうか。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 ３障害に関する障害者の入所施設でございます。 

○立川委員 ３障害と申し上げましたら、特養は入ってないということで理解がいいんですね。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 身体、知的、精神の３障害の入所施設でございま

す。 

○立川委員 だとすれば、市のほうでデータがおかしいんじゃないかなという気がしとんですけ

ど、特養で１件発生しているのはお聞きをしておるんですけど、今おっしゃった３障害、知的、

精神、身体、それ以外の特別養護老人ホーム聞いているんですけど、市のほうの報告は今障害者

施設ということのくくりでおっしゃったんですけど、どうなんですか。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 ４月から６月のクラスターの発生状況は、４件と

把握しております。（P16訂正あり） 

○立川委員 じゃ、後ほど申し上げますので、そこで確認を取ってください。多分数字が違って

いると思います。しっかり情報つかんでいただけたらと思います。 

 続きましてですけど、ワクチンの接種の状況の表をいただいているんですが、３回目が６７．

８％、この低い原因といいますか、１回目、２回目と比べたら６，０００人ほど減になっておる
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んですが、この主な原因については何かコメントございますか。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 ３回目接種率の低迷につきましては全国的な動向

と同じでございまして、３回目接種が始まったのが備前市では今年の１月中旬からとなっていま

す。１月中旬頃は御存じのように、オミクロン株の流行がちょうどあった時期であります。オミ

クロン株の流行で患者発生が非常に増えたんですが、株の性質上比較的軽症で治癒されたとい

う、そういうところが３回目接種率の低迷につながっていると全国でも評価しておりますが、備

前市も同様に思っております。 

○立川委員 それと、今４回目の分についても触れられたんですが、ファイザー、モデルナが１

対４ぐらいで入ってくるよと。３回目の低迷の原因を今お聞きしたんですけど６，０００人分、

多分余っているんじゃないかなと思います。ファイザーがメッセンジャーＲＮＡなんで１年ぐら

いしかもたないと思います。モデルナはまだ二、三か月短かったですよね。廃棄されたワクチン

はどの程度あるか、お知らせいただけますか。それと、在庫管理がきっちりされておるんでしょ

うけど、その辺お話聞かせてください。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 ファイザーは、使用期限が１年に延びた関係で廃

棄はありません。モデルナに関しては、５月末に消費期限が満了したものがバイアル数で２３０

バイアル、回数分で３，４５０回分を廃棄いたしました。在庫管理につきましては、市内の４病

院にディープフリーザーの冷蔵庫を置いていただいて、その在庫管理を随時市と連携を取りなが

ら行っております。 

○立川委員 超低温の保管も必要ということで、ファイザーあたりは大変だと思いますけど。じ

ゃあこの４回目は使えるんですね。だんだん延びてきよんですね、ファイザーの期限も。ラベル

の張り替えだけということはないでしょうね。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 ４回目でも、現在のワクチンを使用して実施する

予定にしております。 

○立川委員 先ほど申し上げましたメッセンジャーＲＮＡですから、ちょっと注意をして。４回

目に例のノバ、組替えたんぱくワクチンは手に入らないんですか。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 通称ノババックスといわれる国内で製造されてい

るワクチンが現在流通をしております。現在国の承認が１回目から３回目までの接種に限定され

ておりますので、４回目に関してはノババックスは使用できません。ただいま和気医師会、市内

の医療機関に１回目から３回目の対象者にノババックスを打っていただけるかという意向調査を

しましたら、１つの医療機関が手を挙げてくださいましたので、７月の中旬ぐらいから市内でも

ノババックスが打つことができると思っております。これから体制を整えていきたいと考えてお

ります。 

○立川委員 それは聞いとったんですけど、３回目が低いじゃないですか、６７．８％と。ここ

へ引っかけて３回目ということで、どういうんですか、組替えたんぱくですから副反応、副作用
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が極端に少ないという売りがありますので、その辺も改善されたら３回目も接種率が上がるんじ

ゃないかと思うんですけど、ぜひ今の取組を備前病院さんしてくれないんですか。する気はあり

ませんか。 

○藤澤備前病院事務長 備前病院でも今後考えておりまして、ただいま入庫を検討しているとこ

ろです。 

○立川委員 ありがとうございます。多分そう言っていただけるやろうなと。これも難しいと思

うんですけどしっかり広報をして、そういった先ほど相談窓口ででもノバもあるよというような

ことで接種率も上げていけたら先ほどおっしゃいましたエアゾールがちょっとでも収まるんじゃ

ないかなという気がしていますので、窓口ではそういうお勧めはしているんですか、３回目接種

はノバもありますよということで、その辺はどうですか。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 現在のところ、ノババックスは岡山県の接種会場

で予約制で、予約枠を開くと半日ですぐに埋まってしまうという状況で、現在では自由に希望さ

れた方が予約できる状況にはございません。県から先日、各自治体でもノババックスを打つ会場

を設置できるかという問合せがありましたので、このたび備前市も手挙げをさせていただいたと

ころです。あと３回目接種につきましては、未接種者に７月の上旬には接種勧奨の個別通知を発

送しようと思っておりますので、その際にはノババックスも選択肢の一つに入れていただくよう

に案内を入れたいと思っております。 

○立川委員 オミクロン株の変異のＢＡ．４、５、これどの辺かということぐらいは言えます

か。言えませんか。岡山県でＢＡ．４、ＢＡ．５見つかっとうと思うんですけど、あんまりそっ

ちのほうへ行きたくないんで、もし地域が分かれば。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 先日の新聞で、岡山県で全国初ＢＡ．５の株が発

見されたというのは私も新聞で知った状況で、国や県からの情報としては入手しておりません。 

○中西委員 クラスターの発生で学校となっていますけども、これは備前市立の学校なんでしょ

うか。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 保健課では、学校団体ということでしか情報は入

手しておりません。 

○奥道委員 度々すみません。コロナの件で、もう一個だけ教えてください。 

 今一番コロナの年代別患者発生率でも、やっぱり１０代、２０代というのがもう岡山県下でも

どこでもそうなんですけど、若い子たちが感染していると。逆に接種状況を見ると５歳、１１歳

が１０％、１割ぐらいしかできてないと。備前市内、全国的にも多分こんなもんなんだろうなと

思うんですけど、この接種率上げる障害になっているのは多分保護者だと思うんですけど、だけ

ど小さい子供はかかる可能性がある、だからワクチン打ちましょう的なことをしっかり広報なり

お知らせするほう、例えば学校なんかでも知らせていくとか、アメリカじゃ何かすごい早く始め

るようになったということも聞きました。そういう対策は今後取っていただけるのかなと思うん
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ですが、どうですか。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 ５歳から１１歳につきましては、予防接種法の臨

時接種による努力義務の規定から外れております。備前市としましては、接種機会を体制として

整えるということを中心に子供の健診に、４か月から３歳半の健診があるんですが、そこでの保

護者に予防接種を勧めているという形にしております。努力義務ではないので保護者の判断に委

ねるところが中心になるんですが、健診の場で小児科医から直接勧奨もしていただくように体制

を整えています。 

○奥道委員 小学校等では連絡とか、そんなんではしてないんですね。小学生相手に、保護者向

けに例えばこういうコロナのワクチン受けたほうがいいですよみたいことはしてないんですね。

してないんですね。すみません、分かりました。 

○中西委員 新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金についてですが、これまでの実績

が年度ごとに件数で分かりますでしょうか。 

○新庄社会福祉課長 令和３年度ですが、延べ１１件、支給金額は７８万円、令和４年度現時点

までになりますが、延べ５件で、金額は３６万円となっております。 

○中西委員 要件が少し緩和されたという説明を伺ったんですが、今後の見込みとしてはどのく

らいを予定しておられますでしょう。 

○新庄社会福祉課長 先ほど対象者宛てに７月初旬をめどに郵送させていただく予定としており

ますというところで、対象の世帯が今社会福祉課のほうでつかんでおります数字がおおむね８０

世帯となっておりまして、その方々が全員申請に来られるかどうか、相談に来られるかどうかと

いうところはちょっとこちらのほうでも把握できないものになりますが、郵送で勧奨の通知をさ

せていただこうとは思っております。 

○中西委員 続きまして、病院の決算速報値ですけども、おおむねさつき苑除けば黒字になって

いると、近年にない出来事だと思うんですが、内容的にはどうなんでしょう、やっぱりコロナの

関連の給付金が大きなウエートを占めているんでしょうか。 

 もう一つは、入院の伸びがあった、外来はマイナスもありますけども、大体入院が増えている

というのも一つの状況でしたけども、そのあたり等含めてお聞かせ願えませんでしょうか。 

○尾崎病院総括事務長 近年にない黒字の数字が出ておりますが、こちらは委員がおっしゃった

とおりコロナの補助金の関連が大きいと考えております。 

 入院の伸びについてですが、これはやはりコロナの関係で２年度は外来の受診控えというもの

がありました。その外来の受診控えがやはりだんだんと減ってきた関係から、入院患者数も増え

てきていると捉えております。 

○立川委員 さつき苑がマイナスの計上をされたと。この原因はやっぱり入所者なんでしょう

か。デイケア、ショートが減ったということなんでしょうか。コロナ関連だとは思うんですが、

その辺ちょっとお話しいただければと思います。 
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○藤森備前さつき苑事務長 さつき苑では、２年ほど前から在宅復帰に向けて体制を整えており

ます。昨年度はその準備期間ということで人員配置等に費用がかかり、５，０００万円の赤字と

いうことになっておりました。令和３年度につきましては、介護士改定もあり、いろいろその効

果もあって若干マイナス部分が減っている状況でございます。入院者はもっと増えているという

状況ですが、なかなか加算がそこまで取れてない状況がありまして、収益には伸びてないという

状況でマイナスということで把握しております。 

○立川委員 設置基準の努力だけ怠らないように、在宅もそうですけど、ちょっとした施設の例

えば人員配置なり専門職の配置なりでかなり変わってくると思うんで、そのほうだけよろしくお

願いします。 

○青山委員 第２期の備前市地域福祉計画と地域福祉活動計画の策定について、策定委員会を４

回ほど持たれると言われたんですけど、どういう方が委員になられとんか、分かれば教えてくだ

さい。 

○文田共生のまち推進課長 策定委員会のメンバーなんですけれども、学識経験者として関西福

祉大学の教授であったり、地域の代表の方で構成されております。１５人のメンバーになってお

ります。 

○青山委員 福祉関係の団体で分かれば教えていただきたいです。 

○文田共生のまち推進課長 福祉団体の代表の方は地域のボランティアグループの代表の方であ

ったり、あと民生委員、児童委員、あと栄養委員、愛育委員、老人クラブ、そして東備地域自立

支援協議会から代表の方にも参加していただいております。 

○立川委員 コロナウイルス感染者の抗体保有率に関する研究事業、先ほど御説明があったんで

すけども、今の登録者数はどの程度で、この前数おっしゃったように新聞も見させてもらったん

ですけど、市役所の仕事ぶりみたいな写真で職員ばっかり写ったような気がしたんで、職員含め

どのぐらいの登録になっているんでしょうか。今現在で２，０００人はできたんでしょうか。 

○高橋保健課長 山陽新聞に掲載された日は、ちょうど市役所の本庁舎職員の採血日の様子で

す。現在、岡大のほうに申込みは一括で取っていただいていますので、岡大から先週末で聞いた

人数で１，２００人と伺っています。協力事業所は５月から随時本人の同意を基に採血に参加し

ていただける、協力いただける方を募集しております。市民につきましては、この６月から広報

紙でＰＲを始めたところでございます。協力団体にも市民の方がたくさんいらっしゃると思うん

ですが、その内訳は当市ではまだ把握できておりません。 

○立川委員 スタート時２，０００人そろうんかなと思ってわくわくして見とったんですけど、

残念ながら６割からのスタートというところですね。 

○高橋保健課長 市民の採血は７月から、来月から開始予定ですのでまだ市民は募集の取り方を

大学が検討しながら募集をかけているという状況と聞いております。 

○立川委員 これ６回するんでしたよね。年度内に収まりそうにないですね。 
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○高橋保健課長 最大で６回と聞いております。私どもがいただいている事業計画では、３月ま

でに終了する見込みでの計画をいただいています。 

○立川委員 ２か月に１回、６回、ということは２、６の１２か月かかると思うんですけど、７

月から始めるとおっしゃったのは３月までに縮まらないんですけど、大丈夫ですか。 

○高橋保健課長 私も、同様の質問を大学のほうに投じております。大学のほうでは、大学の倫

理委員会から研究をするに当たっての承認をいただくのに時間を要したということでスタートが

協力団体が１か月遅れて６月から、市民の方には当初６月から予定していたのが７月からとなっ

たと伺っています。今年度事業でございますので、当初の６回を５回に減らすのか、そのあたり

は今後大学が事業計画を見直すかもしれないと聞いています。今の段階では、そういう情報を入

手しております。 

○立川委員 そんなお話せんといてください。すごい不安になるじゃないですか。これ今おっし

ゃったように事業計画の見直しもあるよと、もちろん倫理委員会とか査定委員会とか、岡大の中

であると思うんですけど、これひょっとしてまた繰越明許、追加予算の可能性も今臭ってくるよ

うな気がしたんですけど、その辺は課長の今の立場では言えないと思うんですけど、随時変更と

かあったら委員会にでも御報告いただけたらと思います。よろしくお願いします。 

○西上委員長 ほかにありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

それでは、暫時休憩といたします。 

              午前１１時０２分 休憩 

              午前１１時１４分 再開 

○西上委員長 それでは、会議を再開いたします。 

○高橋新型コロナウイルスワクチン対策課長 新型コロナウイルスワクチン対策課よりクラスタ

ーの発生状況について先ほど報告をさせていただきましたが、立川委員御指摘のとおり統計に漏

れがありましたので、おわびして修正いたしたいと思います。 

 ４月に高齢者施設でのクラスターが１件発生しています。合計で４月から６月は５件の発生と

なります。大変失礼いたしました。 

********************** 所管事務調査（保健福祉部、市立病院） *********************** 

○西上委員長 所管事務調査を始めます。 

 発言を希望される方の発言を許可いたします。 

○立川委員 １点目は議案でもお話が出たんですが、三石診療所の件で窓口が吉永病院というの

も確認できましたので、言える範囲で結構です。申し上げましたように今の先生の意向を酌み入

れていただいてというお願いもしていますので、言える範囲で現状報告をちょっとお願いしたい

んですが。 

○尾崎病院総括事務長 吉永病院が窓口としてそちらの所有者の方とお話はさせていただいてお
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りますが、今の段階でまだ所有者の方の持ち物になっておりますので、ほとんどが個人情報の関

係も出てきますので、今言えることとすれば吉永病院が所有者の方の気持ちを酌みながら今後の

診療を続けさせていただきたいということのみになってしまいます。 

○立川委員 誠に言いにくいですよね。ということは、まだ計画はそうかちっとなってないと。

例えば診療時間どうするのかとか、ドクターの派遣とか、議場でお聞きしたら担当ドクターを派

遣してというお話がありましたけど、まだ現実的にそこまでいってないのが実情なんですかね。 

○尾崎病院総括事務長 こちらのほうは院内での話合いになりますので、院内では先日の委員会

で森本委員からあったと思うんですけど、今医師不足であるのに医師の確保は大丈夫なのという

ようなことを聞かれていたと思うんですけど、その点に関して確かに吉永病院も医師の高齢とい

うことがすごく問題にはなっております。 

 ただ、所有者の方とお話しする中で、答弁の中にもあったと思うんですけど、一番県外に近い

地域になりますので、県外に市民の方を行かせてしまうというのはやはりよくないなということ

で、今いる医師の中で何とか今の診療が続けられるような形で院内で今検討をさせていただいて

いるところであります。 

○立川委員 地域医療の担保ということでお願いをしているんですが、調整せないかんことはた

くさんあると思います、おっしゃるとおり。 

 ただ、医療機器もあるでしょうし、ＰＣももちろんあります、電カルもあると思います。そこ

ら辺の調整もあるんでしょうが、一番心配なのは地域医療を担保するよと言いながら１年たった

ら違うもんができていたと。これが一番怖いわけで、その辺をしっかりもう焼き付けておきます

ので、地域医療担保ということを大前提に話される先生はそれを一番望んでおられますので、納

得できるような診療科目、診療体制をぜひお願いしたいと思います。その辺は大丈夫でしょう

ね。購入したわ、違うもんができたわというのが一番懸念されるところなんです。 

○尾崎病院総括事務長 所有者の方と病院事業管理者の思いは同じであります。 

○立川委員 吉永病院のほうで院長先生が交代されたんじゃないかと思うんですけど、御報告あ

りましたかね。 

○尾崎病院総括事務長 御報告ができておりませんでした。この３月３１日で前院長の中野が退

院いたしまして、現在山田が院長として４月１日から業務についております。御報告が遅れて申

し訳ございません。 

○中西委員 その三石診療所に関してなんですが、御存じのように国においては公立病院を統廃

合していこうと大きな号令をかけているわけです。私は当然この間のコロナの対応を見て、公立

病院の役割というのはやっぱり大きなものがあると思っています。しかし、今回公立病院の分院

を三石へ出すというような御計画があるわけですけども、国や県からこの件に関しては何か御意

見は伺っておられますでしょうか。あるいはこの御時世の中で、公立病院統廃合しなさいと言わ

れている中で出すことについて県に問合せ、国のほうへ問合せをしているかどうか、まずお伺い
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をしたいと思います。 

○尾崎病院総括事務長 今回の件につきまして、当然県には確認させていただいております。そ

の回答としましては、今回の診療所に関しましては有床ではない診療所であります。外来機能の

みです。ということから、地域医療構想には全く関係ないという県の回答でした。地域医療構想

には関係がないんですが、今回また総務省からガイドラインが示されております。公立病院経営

強化ガイドラインというのが示されたんですが、今まで地域医療構想では統廃合ありきの話では

ありましたが、今回のガイドラインの中で統廃合ありきではないという見解が示されておりま

す。その中で、各病院の機能強化、機能分担というところで地域包括ケアシステム、これも一つ

の機能分化というところで捉えさせていただいておりますが、そちらのほうが吉永病院としての

役割機能という意味ではそういう地域包括ケアに向けたことの一端かなと思っております。 

○中西委員 そういう機能強化あるいは文化あるいは地域包括ケアシステムをつくっていくとい

う点からしたら、これは何ら問題はありませんよと、大いにやりなさいという経営の問題も恐ら

くその中には含まれるんだと思うんですが、そういう御見解なんでしょうか。 

○尾崎病院総括事務長 今委員がおっしゃったように、もう大いにやりなさいとは捉えてはおり

ませんが、今やれるべきこととして地域包括ケアシステムを構築する中で、やはり地域医療に目

を向けた部分には強化していかないといけない、備前地域という意味ではそういうところにはど

んどん目を向けていかないといけないのかなという部分で、経営のこともありますが今できるこ

ととして今は診療所の継続というところを考えております。 

○中西委員 その点で、財政面ですけども、今回土地については病院事業会計では買わないとい

うことにはなっているわけですが、後々の恐らく整備をしていく段階ではそれなりの整備費用が

かかってくると思いますし、あるいは人的な問題もあるかも分かりませんし、そういう点では何

かそういう財政的なめどというのはお考えなんでしょうか。 

○尾崎病院総括事務長 公立病院が診療所を持つということで、恐らく交付税がいただけると思

っております。財政的には、そちらを考えております。 

○中西委員 例えばその過疎あるいは僻地の診療、公立病院、特に吉永病院なんかそういう診療

所を持っておられますよね。そういう問題や、あるいはその今回のコロナの給付金、そういうも

のは考えることができないものなんでしょうか。 

○尾崎病院総括事務長 まず、コロナの給付金に関しましては、感染対策であったりという部分

ではいただけると思うんですが、今回の診療所を継続する部分ではあまり当たらないのかなと思

っております。あと過疎とかという部分に当たり、そこに当たるかどうか、今の診療所がという

部分がありますので、今のところは交付税のほう診療所にいただける交付税という部分で考えて

おりますが、今後検討していきたいとは思っております。 

○中西委員 私は財源問題は少し広げて考えてもいいんじゃないかなという感じで、個人的には

大変思っています。せっかく公がやるわけですから、そこのところは考えられると。あるいは国
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保の補助金も含めてあるのかなというところは広く見ていただきたいと思います。それで、交付

税という話だったんですけど、診療所ができると交付税どのくらいになるんでしょうか。 

○尾崎病院総括事務長 １施設につき７１０万円ということになっております。 

○中西委員 あとこれから御検討されるということですけども、僻地の診療なんかですと医師の

派遣がされたりしていますよね。今日赤が派遣してきているんですかね、そういうものは今後検

討していく余地があるということですか。 

○尾崎病院総括事務長 今院内で検討している限りでは、そこまでは検討には入っておりませ

ん。今吉永病院にいる医師の中で何とか頑張っていこうと医師のほうは考えております。 

○中西委員 吉永病院の中の医師で回していくということですけども、例えば１週間のうち５日

間診療するにしても午後は診療しないということになるのかも分かりませんけども、それにして

も５日間午前のパートを取ると５日、土曜日だと６日、６パート出していくとなるとなかなか今

の体制では厳しいんじゃないかなという感じがしないでもないんですけど、大丈夫ですか。 

○尾崎病院総括事務長 今院内で話をしている中では、何とかやれる範囲で頑張ろうというとこ

ろで、今後人口減少に伴い患者さんの数自体も減っていくと思います。今後のことは考えていな

いのかと言われるかもしれないんですが、患者さんの減少にも合わせて診療日とかも検討を重ね

ていきたいと思っております。あと医師だけではなく看護師であったり事務員であったりという

派遣も当然必要になってきますので、そういう部分も鑑みながら今後診療日等については十分検

討を重ねていこうと思っております。 

○中西委員 病院の中だけで考えていくと、今の診療日あるいは月、火、水、木、金、土の午前

中全部でなくて一定間引いたような外来になり得るというふうな一つはお話としてお伺いをしま

した。何とかもう少し枠を広げてあげることができないかなと私は思います。 

○立川委員 国保の関係でちょっと２点ほどお尋ねをしておきたいと思います。 

 １点目は年寄りの冷や水なんですが、これ７０歳以上の所得による負担率ということで２割、

３割、１割という負担があるんですが、備前市では一律なんでしょうか。それとも、他自治体で

は所得を細かく分けて、おたくは２割負担ですよ、いやもう１割でいいですよというふうな負担

率を出している自治体もあるんですが、備前市の場合はどうなのか。もう一律なんでしょうか。 

○森保健福祉部長 ７０歳以上の方の医療にかかったときの自己負担率のことかと思います。 

 これにつきましては、世帯の所得に応じまして２割か３割ということでございます。 

○立川委員 それを細かく規定している自治体があるんです。例えば２００万円で切られている

のか、１８０万円で切られているのか、２割負担にしたり３割負担にしたり、かなり細かく分け

ている自治体がこの身近にもあるんですけど、備前市はどうなんでしょうかと。今おっしゃった

ように２割、３割、それ以外ありませんと、所得の線引きは１本という解釈でいいわけですか。 

○森保健福祉部長 今、具体的なその所得の金額については私分からないんですけれども、法令

にのっとった区分によって２割、３割の御負担をしていただいております。上乗せで備前市特別
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というようなことはしておりません。 

○立川委員 それは分かっているんですけど、現にやっておられる自治体があるんです。だか

ら、線引き、太い線引きとその下の波線があったり、自治体で保険料決められるんでしょう。 

○森保健福祉部長 自己負担については今されてる自治体があるということなんですけれども、

そこの自治体のほうで法令を整備してされているんであればされているかと思います。市で決め

ているものにつきましては、国保税の税率等になってきます。 

○立川委員 備前市はいらう予定はありませんか。 

○森保健福祉部長 保険税の税率等につきましては、毎年その年度の運営状況を見ながら一応検

証をしていっております。今後その医療費の動向と、それから被保険者の数なども勘案しなが

ら、また地域のそういう状況も勘案しながら見直しをしていきたいと考えて、必要であれば上げ

るし、もし取り過ぎであれば下げるようなことも考えていきたいと思っております。 

○立川委員 ぜひ下げる方向で検討いただいて、年寄りをいじめんといてください。よろしくお

願いします。 

 引き続きまして、マイナンバーカードです。保険証の登載率は今何％ぐらいされているか、つ

かんでいらっしゃいますか。 

○森保健福祉部長 個人の方がマイナンバーカードで保険証を使えるようにしているかどうかと

いうところだと思うんですけど、そのあたりの数字はつかんでおりません。 

○立川委員 マイナンバーカードのほうは出張申請をしたりとか、すっごいサービスして推進さ

れているじゃないですか。ということで、ここ病院さんいらっしゃいますけど、病院さんももう

早うに受付機も買われて、今後保健課としてはマイナンバーカードへの保険証の登載を推進され

るのかどうか、その辺の方向性だけで結構です。数つかんでらっしゃらないわけですから、方向

性はどうお考えされていますか。ほかの部署はカードはしっかり出張申請されたり、これにもう

しませんか、しませんかと言うて入ってきますけど、その辺教えてください。 

○森保健福祉部長 保健課といたしましても、その制度が始まった昨年度末ぐらいには保健医療

係の窓口で登録もできるような体制を取っております。保健課といたしましても活用については

推進していきたいと考えております。 

○立川委員 担当部署としっかり連携をしていただいて、この保険証の登載もしてもらえるよう

にしてください。病院が待っとるらしいですから、よろしくお願いします。 

○中西委員 病院の件で１つだけ私も落としていまして、三石に新たな分院を造ると。そのとき

に医師の体制とかなかなか厳しい状況があるかと思いますけども、地域包括ケアシステムをつく

っていくというようなことを含めて見れば地域の福祉もどうしていくのか、あるいはデイケア、

デイサービスの類いのあたりの件は何かお考えのことがありますでしょうか。 

○尾崎病院総括事務長 今現在吉永病院にありますデイケア、あとさつき苑にデイサービスとか

ございますので、そういう部分は継続させていただきたいと思っております。 
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○中西委員 用地も建物も取得して一定の経費をかけて整備をしていくと、地域の人たちは大変

私は期待を持つことだと思うんです。であるとすれば、身近なところに医療とその介護、ケアの

ところがあると大変私は心強いんじゃないかなと、そういった取組も一つ御検討していただきた

いというふうにお願いをしておきたい思います。 

 続きまして、コロナ禍で第２期備前市地域福祉計画、地域福祉活動計画の策定が進んでいくと

いうことでありますが、同時に介護保険の事業計画のほうも今期また新たな体制でいくと新たに

進んでいくとは思うんですが、この第２期の備前市地域福祉計画と地域福祉活動計画、そして介

護保険の事業計画とのすり合わせというのはどのようにされるんでしょうか。 

○文田共生のまち推進課長 策定についての今後の予定なんですけれども、本年度地域福祉計画

のほうはアンケート調査を実施いたしまして今年度中に計画を策定するという御報告をさせてい

ただきましたが、介護福祉計画のほうは今年度中にアンケート調査を実施すると聞いておりま

す。その際に、地域福祉計画のほうで行ったアンケート調査も参考にしながら、介護福祉計画の

ほうも策定していくようになると聞いておりますので、そういったところで連携できるのではな

いかと思っております。 

○中西委員 アンケートの共有だけでは、計画はできないんだと思う。計画をどう整合性を持た

せるんかというところで、この計画は立てていく必要があるんじゃないかと思うんですが、いか

がでしょうか。 

○梶藤介護福祉課長 第９期介護保険事業計画を今度立てることになるんですけども、同時に高

齢者保健福祉計画を策定していくことになります。委員おっしゃられるとおり、計画の中身に関

しましては確かに高齢者の福祉計画、相談だったり制度を進めていく事業の計画だったりのあた

りは一緒に絡んでいくところは大変大きなものがあるのではないかと思っておりますので、計画

は別になりますけども、課題だったりニーズだったり、事業計画についてはすり合わせが必要だ

とは思っております。 

○中西委員 それは担当課レベルでヒアリングなりすり合わせというのはされるんでしょうか。 

○梶藤介護福祉課長 担当課としては、課と課でさせていただこうと思っております。 

○西上委員長 ほかにはございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようですので、所管事務調査を終わります。以上で終わります。 

 説明員を入れ替えまして、再開は１３時ということでよろしいですか。 

              午前１１時４２分 休憩 

              午後 １時００分 再開 

○西上委員長 それでは、会議を再開いたします。 

 所管事務調査に先立ち、執行部からの報告事項をお受けいたしますが、その前に自己紹介をお

願いいたします。まずは、委員各位に自己紹介をしていただき、その後執行部説明員の自己紹介
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をお願いいたします。 

 委員長の西上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○丸山副委員長 副委員長の丸山です。よろしくお願いします。 

○奥道委員 奥道でございます。よろしくお願いいたします。 

○草加委員 草加でございます。よろしくお願いします。 

○土器委員 土器豊です。よろしくお願いします。 

○中西委員 中西と申します。よろしくお願いします。 

○青山委員 青山です。よろしくお願いいたします。 

○立川委員 こんにちは。委員を務めます立川です。お手柔らかによろしくお願いします。 

○西上委員長 それでは、濱山市民生活部長からでよろしいですか。 

○濱山市民生活部長 それでは、市民生活部の説明員の紹介をさせていただきます。 

○藤森市民課長 よろしくお願いします。 

○浅野市民協働課長 よろしくお願いします。 

○杉山公共交通課長 よろしくお願いします。 

○野崎環境課長 よろしくお願いします。 

○濱山市民生活部長 最後になりましたが、市民生活部長の濱山です。よろしくお願いします。 

○杉田総合支所部長 総合支所の説明員の紹介をさせていただきます。 

○江見吉永総合支所長 江見でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○横谷日生総合支所管理課長 横谷です。よろしくお願いします。 

○瀬尾三石総合支所管理課長 瀬尾です。よろしくお願いします。 

○杉田総合支所部長 私、総合支所部長の杉田と申します。どうぞよろしくお願いします。 

********************** 報告事項（市民生活部） *********************** 

○西上委員長 自己紹介が終わりましたので、ここからは報告事項に入ります。 

 報告のある方は挙手願います。 

○藤森市民課長 選挙管理委員会事務局より２点御報告をさせていただきます。 

 １点目、令和４年５月１５日執行の備前市議会議員一般選挙の結果についてお手元の資料を御

覧ください。 

 まず、投票結果について地区ごとの当日有権者数、投票者数、投票率、過去の投票率を記載し

ております。備前地区、日生地区、吉永地区を合わせ投票率は表の最下段右から３列目にありま

すように５９．８９％となりました。 

 次に、投票者数のうち期日前投票者数につきましては市役所本庁で３，５２３名、三石公民館

で４３４名、日生総合支所で１，８７０名、吉永総合支所で１，２７５名となり、計７，１０２

名の期日前投票がありました。 

 なお、投票者数に占める期日前投票者数の割合につきましては、期日前投票がいずれの投票所
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でも投票できることから全投票者数１万６，７５５名に対する割合を記載しており、全ての期日

前投票所合計では４２．３９％になります。 

 開票結果につきましては、届出順に記載しておりますので御覧ください。 

 なお、山本恒道候補と山本成候補は案分票がございましたので小数点が発生しております。 

 次に、参議院議員通常選挙における期日前投票について御報告いたします。 

 期日前投票者数は４割を超え、今後も増加傾向にあると予想されます。従来、各総合支所及び

三石公民館の期日前投票所は全ての選挙で６日間の開設でしたが、この参議院議員通常選挙では

本庁と同じ期間６月２３日から７月９日まで午前８時３０分から午後８時まで開設いたします。

また、リフレセンター備前において試行的に７月２日土曜日、３日日曜日の２日間、時間は午前

８時半から午後７時まで期日前投票所を開設いたします。 

○野崎環境課長 環境課から物損事故について１件報告があります。 

 令和４年５月２６日に伊部地内片口団地南側市道において廃棄物収集作業中に追い越そうとし

た後続車に気づかずに前進し、停止した相手側車両に接触して左側前方部を破損させました。こ

の事故による負傷者はおりません。過失割合は１０対ゼロとなっており、発生した損害賠償金に

ついては全額保険で支払うこととなります。また、この事故を受け、再度安全運転について指導

を行ったところです。 

 なお、本定例会に追加議案書として６月３０日の最終日に報告予定であります。 

○西上委員長 ほかに報告がありますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、質疑を希望される方の発言を許可いたします。 

○土器委員 期日前投票数なんだけど、日生総合支所１，８７０人で、期日前投票数のパーセン

トが１１．６になっています。もうちょっと大きいんじゃねんかな。３５ぐらいじゃないかな。 

○藤森市民課長 期日前投票はどこの投票所でも投票できることから、全投票者数の割合にして

おります。ですので１，８７０に対して１万６，７５５人ということで、１１．１６％でござい

ます。 

○奥道委員 今回リフレセンターで期日前投票が２日間にわたってできるということ、投票率を

上げる意味からも非常にいいと思うんですけれども、今回のことが仮にうまくいって投票率上が

ったら、ほかの場所等でも今後はそういったようなこと期日前投票所を開設することをお考えで

しょうか。 

○藤森市民課長 期日前投票所の開設につきましては、二重投票防止の意味からも全投票所をシ

ステムでつなぐ必要もございます。投票の秘密の保持であるとか、地区に偏らないとか、あと利

便性とかもございますので、そちらについては研究していきたいと思います。 

○奥道委員 要望なんですが、リフレセンター以外のところ、できたら高齢者が投票しやすいと

ころを選んでいただけたらありがたいなと。高齢者の方の中には、割合意識高くて行きたいけど
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行けないという方も結構いらっしゃるはずなんですね。そういった方ができれば行けるところを

選定して、今後こういうことができたらいいなと思うんで、お願いします。 

○土器委員 今と同じような投票所の関係なんですが、伊部は国道２号で南北が分かれていま

す。やはりその今言われた高齢者の方が２号を渡るというのはなかなか大変な部分がありますん

で、考えていただけたらと思います。 

○丸山副委員長 投票率のことを、市議会の分も含めて言われていますが、前回の市議会のと

き、それからその前の市長選であるとかというところも含めて地区を出せば西鶴山の地区につい

てです。投票所が１か所しかありません。そこに実際には期日前であるとか、もしくは当日でも

行きたいんだけど遠かったり交通手段がないということを聞いています。１か所に集約したとい

うのは、いろんな経緯があるとは思います。しかしながら、今後そういった声があってだんだん

高齢化している状況で行く手段がないというのは考えたりされるのかな、されないのかなという

ちょっと疑問のようなお願いのような感じになってしまうんです。どうでしょうか。 

○藤森市民課長 まず、投票所の設置数につきましては、備前市内で３０か所ございます。こち

らは県下１５市の中でも、かなり高いほうになっております。高齢者の移動支援とかにつきまし

ては、そういった声も聞かれますのでちょっと今後検討させていただきます。 

○丸山副委員長 ぜひともよろしくお願いしたいなと思います。集約していくことで、本当に必

要なこともありますが、どうしても行きたいのになという声は多々ありますので、そういったと

ころをよろしくお願いします。要望になりますが。 

○立川委員 期日前投票所についてですが、施設での投票所開設は何か所ぐらいあるんでしょう

か。例えば病院とか診療所とか老人保健施設とか障害施設とか、自前でされるところがあるじゃ

ないですか。それは何か所ぐらいあるんでしょうか。 

○藤森市民課長 令和３年１１月の一般質問でもございましたけれども、岡山県選挙管理委員会

が指定する備前市内の不在者投票所につきましては指定病院４施設、指定介護老人保健２施設、

指定老人ホーム７施設の合計１３施設となっております。 

○立川委員 今回の選挙は、その１３施設では行われたんでしょうか。今度の参院選も行う予定

なんでしょうか。 

○藤森市民課長 １３施設ですけれども、施設で行う場合と施設の方が期日前投票所に連れてき

て期日前投票所で投票していただく場合とがございます。ですので、そこの施設で行われている

かどうか、期日前利用されている方もいらっしゃるので、はっきり申し上げられません。 

○立川委員 何施設で行われたかも分からないということでいいんでしょうか。 

○藤森市民課長 施設で行われているのは１０施設でございます。 

○立川委員 行われたんでしょう、１０施設で。そういったことで選管のほうに受付と、それか

ら軽い研修とされて投票用紙の請求を受けて施設でされたということだと思うんですけど、これ

も一つの手だと思うんですけど、今お話を聞いてみましてどうしても行きたいけど、そこまで行
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く交通手段がないとか、もう国道渡るの諦めたとかというお話も出てくるんですけど、今郵便投

票ができるじゃないですか。ちょっとハードルが下がっていると思うんで、以前は規制がハード

ルが高かったんでなかなかできなかったんですけど、事前に郵便投票しますよということで郵便

投票された割合は今回はどのぐらいだったんですか。 

○藤森市民課長 郵便投票も身体障害者手帳の１級であるとか、それから介護度が５ということ

で、まだハードルは高い状態です。郵便投票者数でございますが、令和４年の市議選が７名、令

和３年の衆院選が５名、令和３年の市長選が５名でございます。証明書を持っている方自体が少

ないので、その方が投票してるとかしてないとか、そこまで分かってしまっては不都合なので、

持っている方は大体今１０人以内ということでございます。 

○立川委員 そういったハードルもちょっと下がったら、さっきおっしゃったように投票所に行

かなくても投票できる方法もありますよというようなこともあると思うんで、随時情報は出たら

教えていただけたらありがたいなと思います。 

○中西委員 あと残りの３施設はどうなったんでしょうか。 

○藤森市民課長 期日前投票所に御希望の皆さんを車で乗せて連れてこられている施設もござい

ます。 

○中西委員 連れてきている施設もあれば連れてきていない施設もあると。 

○藤森市民課長 あとそれから、希望者、入院されている方とか入所されている方に希望を取ら

れていると思いますけれども、希望者がいなかったというケースもございます。 

○中西委員 この昨年１１月の一般質問は多分私の一般質問だったと思うんですが、本当は県が

指定している施設１３施設以外に実は残り２つ施設が県へ届出をしていないというのがこの一般

質問で明らかになったんですけど、それ以降残り２つの施設はこの期日前投票を行うようになら

れたんでしょうか。 

○藤森市民課長 ２つの施設については、指定はまだ受けておりません。 

○中西委員 そこは選挙管理委員会のほうからもお話はされたんだと思うんですけども、どうし

てされないんでしょうか。 

○藤森市民課長 期日前投票所に移送できるということで聞いております。御家族の方であった

り施設の方が期日前投票所に連れていって、そちらで投票できるということで聞いております。 

○中西委員 そこの残り２つが家族なり施設の職員が連れて、移送して移動手段を確保してでき

るから期日前投票は行わないということなわけですか。 

○藤森市民課長 期日前投票所を利用するから、施設での不在者投票は行わないと聞いておりま

す。その不在者投票の施設を指定されると、それだけの職員の人員配置であるとか責任とかもか

かってきます。介護とか医療とかに支障があってもいけませんし、こちらからはあまり強く言え

ないということでございます。 

○中西委員 私は、経営を理由に期日前投票所を開設しないというのは大きな問題だと思うんで
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す。やはり日本国民であれば誰しもが投票ができるという、これはもう公選法の趣旨が一番大き

いと思うんです。投票するということ自体が民主主義の根幹をなすわけですから、その投票をや

っぱり施設がきっちり保障すると。そういう基本的な人権のところの保障がない限り、そこの介

護施設は何の介護をしているんかということさえ私は問われる大きな問題だと思うんです。それ

は、やっぱり私は重ねて選管のほうからもまたお願いをしていただきたいなと思います。これは

しかし大きな問題だと思うんですけど、していただきたい。 

○藤森市民課長 施設への啓発、働きかけを行ってまいりたいと思います。 

○立川委員 どうもお話を聞いていると対応が大変失礼な言い方ですけど、その場その場になり

そうな気がしておるんですが、そういった場合のマニュアル作成はあるんでしょうか。期日前投

票所について取扱事務規程とか、そんなんは存在しますか、しませんか。 

○藤森市民課長 公職選挙法にのっとって期日前投票所のしおりであるとか郵便投票のしおりで

あるとか、国政や県の選挙のときには県選管が作りますし、それから市の選挙のときは市の選管

が作って不在者投票施設とかにもお配りしております。 

○立川委員 上位部署から言ってこられるのはよく分かるんですけど、その都度対応しているよ

うな気がして、備前市の選管としてこれはどういう取扱いしますよ、こういうケースはこうしま

すよという事務取扱規程みたいなもんですね、それがないということ、今おっしゃったようにそ

の都度作って回しますと、県から言うてくればこうしますという返答でよろしいですか。備前市

選管にはそういったマニュアル、規程、事務取扱書みたいなものはないということで。 

○藤森市民課長 公職選挙法執行規程というのはございます。 

○立川委員 それはもう僕も存じ上げとんですけど、市としてのがないかなと思いまして。とい

うのが、私もしておりまして、その都度ではなくて市の選管がきちっと市の選管名で用意をされ

て今回投票どうされますか、お申出はいつ頃までにしてください、その規程がありましたけど、

見た記憶があるんでお尋ねをしよんですけど、これ公選法の書類ですというてぽんとはなかった

です。１名３００円ほどもらいましたけど、そういった規程書はないということですね。公選法

の規程のみという解釈でよろしいですか。それに基づいて事務処理をされているということです

か、対応も。 

○藤森市民課長 選管から各病院にいっているマニュアルということでよろしいでしょうか。 

○立川委員 そうですね。 

○藤森市民課長 ございます。それが不在者投票のしおりという名前で、各不在者投票施設であ

るとか病院のほうに送っております。 

○立川委員 啓発をされますか、されませんか、される場合は出てきてくださいとかといういろ

んな書類があるじゃないですか。あるということですね。 

○藤森市民課長 ございます。 

○中西委員 車両事故についてなんですけども、聞き取れなかったことも含めて大変申し訳ない
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んですけども責任割合は１０対ゼロと言われましたけども、どちらが責任が１０で、どちらがゼ

ロなんでしょうか。 

○野崎環境課長 市の責任が１０です。 

○中西委員 課内には恐らく事故のないようにということで徹底されたんでしょうけども、市役

所内部への徹底というのはいかがなんでしょうか。 

○野崎環境課長 今のところ、環境課発信で全庁的にというのは考えておりません。 

○中西委員 事故が起こって、それも１０対ゼロと、うちがもう全面的に悪いと、本当に降参と

いうような事態なんで、これはこういう事故が起こったときには注意喚起を促す、もうほかには

あってはなりませんよと、ほかがもうないようにというのがこの事故の教訓だと思うんで、それ

は全庁的に発信をしておくべきではないかと思うんですけども、部長はいかがお考えでしょう

か。 

○濱山市民生活部長 中西委員言われるとおり、全庁的な注意喚起を促したいと思います。 

○立川委員 事故が起こって必ず皆さん同じ答弁されるんです。今後ないように注意をいたしま

すというて、人が代わったら同じように、いや、事故が起こりました、いや、ちょっとこらえて

くださいよというのが今の話ですね。今中西委員が言われたように、前も同じお話が出たんです

よ、全庁で注意してくださいよと、そのとき部長は分かりましたと。課長の答弁では全庁にお伝

えするつもりはございませんというて言われるんやけど、部長はまた伝えましょうかというよう

なお話でしょう。また、来月起こりますよ。それでは困るんで、やっぱり要望というんでしょう

か、それを本当に真剣に、危機管理のほうで管理してもらうとか、何かそういう方法を考えたほ

うがいいんじゃないかなと思うんですけど。例えば環境課はこうされました、今回の議案でもあ

りますよね。和解が成立しました、報告事項、必ずあるんですよ。昔ＪＲがやっていました特別

訓練みたいなことじゃないですけど、あれはちょっと行き過ぎの面があると思いますけど、何か

方法を考えられませんか。野崎課長が１０対ゼロですというて胸張って大きな声で言われたら、

あれ、僕らが悪いことしたんかなと思うような気になるんですけど、それやったらそれで多分恐

らく、これ予想ですけどそのときの体調が悪かったりとか注意力が散漫になったりとか睡眠不足

だったりとか、いわゆる車では事前点検やりますよね。そういったところもちょっと欲しいのか

なと思うんですけど、何か対策を立てられませんかね。部長、どうでしょうかね。乱暴ですか。

毎回こういう案件出てくるでしょう。ちょっと言うほうもつらいでしょうし、聞くほうもつらい

んで、何か方法を考えていただけませんか。 

○濱山市民生活部長 先ほどと同じ答弁になるかも分かりませんけど、もう所管、公用車を管理

している所管課とか総務等々協議したいと思います。 

また、先ほどの注意喚起は総務課長名で全庁的にしているみたいです。 

○立川委員 喚起していただいて、もうコロナウイルスの換気じゃないですからね、本当に注意

してくださいよというのを、今ちょっと申し上げたように事前チェックシートみたいなのがある
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んですよ、運行管理者のところ行けば、大きな運送会社行けば。そんなんでも例えばブレーキは

かかると思うんですよ、自分の行動に。今日は調子悪いな、昨日どのぐらい飲まれましたかと

か、あるんですよ。漫画みたいなやつまでありますんで、そういったことで意識を高めることぐ

らいしか、おっしゃったように注意喚起では、また起きて喚起したらしまいですからという気が

するんで何かちょっと工夫が欲しいなと思うんで、よろしくお願いします。 

○西上委員長 よろしいですか。これも最終日上程される案件でございますので、皆さん方はよ

ろしく願いたいと思います。 

 そのほかございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

********************* 所管事務調査（市民生活部、総合支所部） ********************** 

 ないようですので、次に所管事務調査を行います。 

 発言を希望される方の発言を許可いたします。 

○青山委員 ちょっとごみのことについてお伺いしたいんですけど、先日もクリーンキャンペー

ンをやりまして、それで道路脇、それから河川ですね、特に本道になりますと結構捨てられてい

るということで、以前にもお伺いしたんですけど、昨年７月に瀬戸内オーシャンズＸという瀬戸

内海へ隣接する４県が日本財団と協力して海ごみをゼロにしようというふうなことをやられて、

岡山県もその発足団体にあるということで、それで一般質問でも質問させていただきました。そ

の際に、市長答弁で岡山県発足団体であることから沿岸部の本市も会議等への参加できる機会が

あると聞いていると、今後参加に際した場合にごみ拾い体験事業やモラルの向上啓発事業など提

案してまいりたいという御発言があったんですが、その後どのような取組をされたか、教えてい

ただけますか。 

○野崎環境課長 瀬戸内オーシャンズについては私の知る限り、まだ具体的なイベントというの

は聞いておりません。引き続き、情報収集に努めます。あと海岸ごみについては、リフレッシュ

瀬戸内が既に活動がなされております。来月７月３日にも、備前市では五味の市周辺で行う予定

です。皆様にも御参加いただければと思っております。 

○青山委員 もうあれから半年、１年前たちます。備前市では大きなイベントをやっていないと

いうことなんですけど、岡山市内あるいは倉敷などの近隣、それから瀬戸内でもやられているよ

うですし、遠くではマニラのほうでもやられているということで、ただ単に海ごみだけじゃなし

に河川を通じて海へ流れていくということ、それからごみを捨てない、拾ってきれいにしようと

いう環境美化教育にも当たるということで積極的にやっておられるところもあるようです。大体

備前市内のごみですね、道路脇あるいは河川、それから海洋ごみ、こういうものについての調査

とかされて、どの程度あるかというのはつかまれていますか。 

○野崎環境課長 不法投棄等のごみについて、どれぐらいあるかというのはつかめておりませ

ん。ただ、必要なことだと思います。何か考えてみたいと思います。 
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○青山委員 前の課長にも同じ質問したら、広いんでなかなか定期的というわけにはいかないん

だけど、月に何回かは回ってみるとか、それから何かそういう通報があったら行って確認したり

するんだというようなことなんですけど、どの程度そういう取組を、例えば巡回をするとか、通

報があって出かけて回収したとかという実績はどんなんですか。 

○野崎環境課長 不法投棄につきましては、市内いろんなところから結構問合せがあります。現

場を、まず確認に行きます。対応可能なものについては、直営での回収もやっております。直営

での不法投棄の回収についてなんですが、３年度実績で１３件、４年度実績で６件、直営で回収

しております。 

○青山委員 私の近くにでも山あいの谷のほう、切り立ったような谷のほうへ落ちているんで、

それを１度お願いしたいということで、ちょっと私も連絡不行き届きなところもあるんですけ

ど、そういったようなところがいつまでたっても同じ状態であると。よそを回りょうるからここ

まで手が届かんのかなとかとも思うんですけど、大体例えば半年で市内の至るところを点検した

とか、やっぱりそういうことはしていただきたいと思うんですけど、いかがですか。 

○野崎環境課長 今の体制では正直なかなか難しいかなと。パトロールだけに限っては難しいの

かなというのがあるんですが、何かの便にそういった大体不法投棄されるところというのは決ま

っておりまして、そういうところのチェックというのはこれからちょっと考えていきたいなと思

います。 

○青山委員 ぜひごみについても、ごみセンターや環境センターへ持っていくごみだけじゃなく

て放置されたものがかなりありますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それからもう一件、瀬戸内オーシャンズＸへの参加ということで先ほど７月３日に五味の市で

ということも言われたんですけど、日本財団が委託してになると思うんですけど、このスポーツ

ごみ拾いというのをやっておられて、これも岡山市内でもそういう取組をされたという記事が以

前出とったんですけど、ごみを競争で集めて、それで成果を競い合うような中でごみがどのくら

いたくさんあるのかとか、それを拾うことできれいになったことに対して子供たちなんかも達成

感を感じるとかということでやられているということで、この毎年９月から１１月までやってい

るそうなんですけど、その案内が出ておるんですけど、この６月１５日から７月２９日まで募集

期間ということで、こういったようなものもちょっと取り組むような啓発されたらどうかなと思

うんですけど、いかがでしょうか。 

○野崎環境課長 面白い取組だと思います。ぜひそういった近隣の面白い取組について研究して

いきたいなと思います。 

○青山委員 ありがとうございます。ぜひいろんな取組をして、それを広く広報していただい

て、それでこの本市の状況も皆さんに知っていただき、ごみを捨てない、ごみを拾うという啓発

運動をよろしくお願いしたいと思います。 

○土器委員 今のごみ関係なんですけど、今備前市には環境衛生指導委員会が備前市にあると思
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います。それから、その下に支部ですね、各地区に支部があって動いているもんで、危ないとこ

ろはできんでしょうけど、やはり支部、各地区で環境衛生指導員の方にごみを拾うてもらう形を

して、どうしてもできんところは直営でやるような形を考えたらどうでしょうか。それから、た

しか全体の役員の方は１年に２回か３回ぐらい取りにいきょうると思うんです。それを広げて、

各地区で危なくないところは地区の環境衛生指導委員会で集めるようにしたらどうでしょうか。

意見として聞いといていただけたら。 

○野崎環境課長 参考にさせていただきます。ありがとうございます。 

○土器委員 同僚議員が以前マイクロプラスチックかな、そんな関係の質問されとったと思うん

ですけど、どういう形を市が取り組んでおられるんか、教えていただけたらと思います。 

○野崎環境課長 マイクロプラスチックにつきましては、プラごみを出さない対策と既にあるご

みの回収が必要だと考えています。出さない対策については、先ほどおっしゃられた環境衛生指

導員さんおられますので、皆さんを中心にその分別開始に取り組んでいただく。それから、不法

投棄の抑制に、まず努めていただいているところです。 

 海ごみにつきましては、海岸漂着物等地域対策推進事業という事業がございまして、その事業

の中で漁業組合さん等に御協力いただいて回収を行っているところです。 

○立川委員 多分火曜日だと思いますが、大東の信号からこっち市道に入ったときに、もう御存

じでしょう、道端にごとごとごとごとごみ袋が置いてあります。何回も片上地区何とかコンテナ

に入れられませんかというお願いをするんですが、やっぱり気持ち悪いです。パッカーが早く来

ればなくなるんでしょうけど、これぜひとも野崎課長のお力でコンテナハウスの設置を片上地区

の皆さんにお勧めしてください。いろいろ研究されるのもいいですけど、やりましょうよ。もう

汚くてしょうがないですよ。ここあるんやったら置いたろかという気になりますもんね。どうで

すか。やっていただけますか。 

○野崎環境課長 ごみを道端にそれぞれ置いていることはもちろん承知をしております。何とか

したいとも思っております。ただ、もう少しちょっと研究をさせください。 

○立川委員 研究要らないでしょう。コンテナハウスを、よその地区みたいに置いてもらったら

いいわけでしょう。それを置かない地区があるというのは、例えば失礼な言い方ですけど、収集

も１か月に２回にしてもらいますよとか、これ極端ですけど、そういうことを何か工夫を考えて

いただいて、よその地区ができるんやからできるでしょうというスタンスでぜひやってほしいで

す。研究じゃないですよ、コンテナハウスを置くだけじゃないですか。研究せんと僕に任せてく

ださいというて言うてください。どうですか。 

○野崎環境課長 頑張ります。 

○立川委員 よろしくお願いします。 

○奥道委員 選挙管理委員会のほうへ質問させてもらおうと思うんですけども、先ほど高齢者の

ことを私お話しさせてもらいましたけど、１０代、正確に言えば高校生ですね、ここについての
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要は投票率を上げる努力というのは何かされていますか。 

○藤森市民課長 高校生につきましては、片上高校には出前授業に出向いております。それから

あと、高校生ではありませんけれども片上小学校、それから東備支援学校に出前授業とかで出向

いております。 

○奥道委員 例えば各学校というところが必ず年２回生徒会の選挙であったりということ実際あ

るわけですけども、選管のほうへ例えば投票箱あるいは投票のブースといったようなものを貸し

てくれというてこられたことありますか。 

○藤森市民課長 生徒会の選挙等につきましては、実際使う投票箱であるとか記載台を市内の中

学校には貸出しをいたしております。 

○中西委員 環境課にお尋ねをしたいんですが、２月定例会で私が質問した件なんですけども、

片上の冬場の異臭の問題です。本当に食事を食べることをためらうような臭いがここ何年もずっ

としていて、私も毎年これを２月定例会の一般質問の議題にしているんですけど、全然改善がさ

れないと。原因はよく分かっていると。あるとき、岡山市内の牛舎に行ったときに臭いがしない

んですね。そこの方とたまたま話をしていましたら、やっぱりそういう牛舎を造ることが実際は

できるんだということをその方はおっしゃっておられました。昨今のいろんな技術の中で、そう

いうことができるんであればと思うんですけど、ただいずれにしてもその臭いの元になっている

ところの牛舎の数が半端ではないと、岡山県で最大の牛舎だということで私も伺ってますんで、

その設備投資がなかなかままならないというのが実態だろうとは思うんですけども、しかし全て

今年度中にやってしまうということではないにしても設備投資を一定年かけてやっていただく

と、少しずつでも臭いの元を絶っていただきたいと思うんですが、その件に関しては事業所のほ

うにはお話は行っているんでしょうか。 

○野崎環境課長 隣の町の牛舎の件だと思います。委員おっしゃるように、物すごく規模が大き

いので実際のところ設備投資がままならないと、そう考えております。これも以前の答弁の中に

あったと思うんですが、和気町さんとそこの牧場さん、それから岡山県の県畜産課、家畜保健所

で協議会、対策会議を年に２回ほど行っていると聞いております。そのことについては、当然そ

この会議の中で話合いが行われており、何かしらその設備投資も含めて前向きな議論がされてい

るのではなかろうかと思っております。備前市といたしましては、情報交換として和気町さんの

担当部署のほうにいろいろとお話はさせてはいただいております。 

○中西委員 そういう協議会が年２回開かれているというのは、私も今回初めてお伺いをしまし

た。振興局と前話もしたことがあるんですが、振興局のほうも大変頭を痛めておられました。前

向きな話がされているということであれば、多少とも臭いの期間あるいは臭いの強さ等々含めて

変化があるのかなと思いますけど、何ら変化がないと。あるいは牛舎の建て替えが更新が進んで

いるかといえばそうでもないと、これはやっぱし私は岡山県としても真剣に考えなければいけな

い話だと思うんです。この業者の持っている施設あるいはその岡山の畜産の、正式名称は市場で
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すかね、食肉の流通センターへ出る量は岡山県でも一番多いところですから、やはり岡山県のイ

メージアップにもつなげていかなければいけない、私も備前牛と聞いただけでちょっと買う気が

もうあまりしないという正直そんな感じがしてますんで、イメージアップにもつなげていくよう

な行政指導が必要じゃないかと。もし必要なら、私も岡山県にも出向きたいということさえ思っ

ています。よく私はこれで片上の人や伊部の下り松の方、この臭いについて訴訟が起こらないも

のだと本当に私はもう不思議に思っていますんで、そこはもう一度県の方にも備前市のイメージ

アップも含めてお話をぜひ機会あるごとに訴えていただきたいと、野崎課長が訴えられれば必ず

これは県の方お聞きになられると思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○野崎環境課長 私の力は及ばないとは思いますが、何か機会があればぜひお話をしたいと思い

ます。 

○中西委員 もう一つ、冬の異臭の問題と夏の異臭の問題があるんですね。最近からずっと臭い

がしているんですよね。これは夏場、冬もなくはないんですけども、夏に特に強烈に感じる臭い

で最近大分収まったんかなと思ったんですけど、やっぱりまだしていると、これについても環境

基準というのはないと言われるんですけども、そういう臭いの元を絶つような、あるいは改善を

図るような調査と、それから申入れはしていただきたいなと思います。いかがでしょうか。 

○野崎環境課長 悪臭防止法とか大気汚染防止法とか法律がございます。その中で、臭気につい

て事業所さんが化学物質を規定以上出してはいけませんよというのはございます。しかしなが

ら、各事業所さんが実際どれだけ化学物質を出しているかというところで、その都度うちのほう

でその物質の調査までは今はしておりません。そういった住民からのお知らせや問合せがあった

場合には、取りあえず現場を確認に行きます。確かに臭いがあるようであれば、そこの事業者さ

んのほうにお話はさせていただいておるところでございます。 

○中西委員 これはもう長い話で、今までの担当の課長さんにもずっとあの臭いを嗅いでいただ

いて、間違いなく臭いがすると。課長が代わるたびにまたそういうことをしなければいけないの

かと、どこが出しているのかというのも恐らく明らかになっているわけです。人口の移住増を目

指そうということを備前市言っているんですけども、こんな臭いのするところにはそりゃ来たく

ないと、臭いを嗅いだ人はそう思うでしょうし、毎日その匂いを嗅いでいる人も人を集めたいと

いう気には私はならないと思うんです。やっぱり今いろんな意味での住環境の整備というのは進

められているわけですから、それに合わせて環境整備も一緒にしていっていただきたいなと、そ

れはもうひいて備前市の市民の皆さんが住んでいる人がどれだけ幸せであったり享受することが

できるんかということのバロメーターでもあるんで、私は誰か訴えがあったら臭いをききに行っ

てその業者に言いますというレベルの話ではないんじゃないかと思います。言葉の上ではＳＤＧ

ｓだとか何かいろいろあるんでしょうけども、しかしこういうことが一つ一つ守られないのに絵

空事のようなことを言っても私は始まらないんじゃないかと思うんですが、いかがでしょうか。 

○野崎環境課長 住環境を含めて、おっしゃられることはごもっともだと思います。何か環境課
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としてできることというのは、これから研究をさせてください。 

○中西委員 また課長、楽しみにしております。 

 続いて、市バスの問題は一般質問でもたくさんの質問が出て、たくさんのお答えがあったと。

市バスやタクシーやデマンドタクシーや何かいろいろいろいろ出るんですけども、どうもよく分

からないと。住民の皆さんがお願いしたいのはやっぱし遠くのところを走るんじゃなくて家の前

に迎えに来てほしいと、そしたら私も乗れるのにと、今のままだったら本当に空気を乗せている

ほうが多いんかなというふうな感じで、我々も叱られたりするわけです。今その市バスに幾ら金

がかかっているんだと、昔外注のときには幾らだったんかと、大変な金額がかかっている割に効

果が薄いんじゃないかというような御意見、御批判がやっぱり強いんですね。去年は片上と伊部

をお医者バスというのをやって、これは土器委員が絶賛していいですよと、ぜひ続けてください

と言うんだけど、今年からは中止になってしまったと。私もいろいろ取組はしておられるんです

けども、この取組をどう今年進めていくんか、市民の皆さんの御意見をどう聞いていくのか、そ

の今年の取組の進め方、何か一歩でも前進するような形でいくといいなと思いますんで、ロード

マップみたいなのを少し教えていただけたらと思います。 

○杉山公共交通課長 今年度の公共交通の計画について御説明差し上げます。 

 まず、お医者バスについてなんですが、土器委員が乗っていただいて実際に実感していただい

て広めてはいただいたんですが、１便当たりの利用人数が１．５人ということで市通常の路線バ

スの２名よりもあまり皆様に周知できずに御利用いただけてなかったことが実態です。 

 ただ、利用していただいている方たちについては、便利だったということで声をいただいてい

たんですが、警察とか関係機関との協議が十分できないまま一旦休止にしております。ただ、皆

様の御要望もいただいておりますので、できることであれば１０月ぐらいにはお医者バスという

名称ではないんですが、既存の路線に組み込む形で復活させたいと考えております。 

 また、路線バスについては生活道路まで入っていくことがなかなか難しく、やっぱり皆様の家

まで来てほしいという声に対応していくためには委員もおっしゃられたデマンド交通、デマンド

バスであったりデマンドタクシーということになるんですが、そういったものを企画していかな

いといけないと考えております。こちらについては、まず路線は現状のままデマンドを導入する

ということも経費的に難しいと考えておりますので、公共交通全体を考えていくと路線の廃止で

あったり減便であったりをしながら、まずは交通空白地についてデマンドを導入していきたいと

考えております。 

 ただ、デマンドといっても自宅からどこまで御利用いただくか、もう自由にするのか、公共施

設であったり病院であったり限定するのかといろんな方法がありますので、これについては検討

しているところです。できるだけ早い実現に向けて進めていけたらと思っております。いい事例

であったりそういったことがありましたら皆さんお声をお聞かせいただけたらと思います。 

○中西委員 もう一つは担当課のほうがいろんな識者の方を集めていろいろ検討すると、これは
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これで私は必要だと思っています。もう一つは、利用される側の人の、つまりここを走るからに

はぜひ乗っていただかなければいけないと、ぐらいのものでないと、乗る仕組みをやっぱりつく

る必要があるんじゃないかと。以前私が視察で見せていただきました長野県の伊那市というとこ

ろがあるんですけど、谷が８つぐらいあってそれぞれ町へ出てくると、出てくるこの谷筋を通る

のは火曜日、例えば金曜日、この日はこの人たちがみんな火曜日、金曜日はこのバスに乗るんで

すよという仕組みをつくると、だからバスはいっぱいで町の中へやってくるというような乗る側

の仕組みが私は必要なんだろうと。そうするとなると住民の皆さんの意見を聞いたり、あるいは

その調整をしたりするというところがどうしても必要になってくるんじゃないかと。ここがなか

なかもう一つは厄介なところだと思うんですけども。だから、減便だとか、あるいは路線の変更

とかも含めて検討するには住民の皆さんの了解が要って、了解が要るということは逆に残すとこ

ろはその人たちが乗るんですよと、乗っていただく、乗っていただかなければその便はなくなる

と私は思うんです。そこの乗る仕組みをどうつくっていかれるのかというのと、それからもう一

つは今年度こういった大きな計画をしようとする場合にやはり公共交通会議に提案する、そのプ

ランを立てプランニングをどうしていくんかという、この２つの点はどうされるのか、住民参加

が必要ではないかとは思うんですが、いかがでしょうか。 

○杉山公共交通課長 まず、乗る仕組みについてですが、住民の方々の声がどれだけ反映できる

かというところが一番難しいところだと思うんですが、今地区の方から要望があった場合につい

ては公共交通課の職員で現場に一緒に行って、その地域に住む人たちがどういった方面の病院に

行かれるのか、どういった方面に買物に行かれているのかというような聞き取りもしながら、そ

こにバス停を設置することができるかどうかというような取組を行っています。バス停を設置し

たからには乗っていただくということが大切だと思いますので、そういった生活実態を聞きなが

ら聞き取りをしながら計画をしていっているところです。 

 ただ、バス停設置については本当に生活道路に入ることには限界があります。最終的にはデマ

ンドを取り入れて皆様の御自宅から目的地へ御利用いただけたらなと考えているところです。 

 プランニングなんですが、こういった取組がありますよというような事例はたくさんいろいろ

御助言いただいたりしておりますので可能な限り調べたり、市町村であったらそういったところ

での取組をお聞きしたりはしています。それが備前市にふさわしいものであるかどうかについて

の判断が一番難しいんですが、それについては市民生活部長も含め部だけではなくて市での取組

だと思いますので、必要な方々にアドバイスをいただきながら計画していけたらなと思います。 

○中西委員 この問題はいろいろ要望も多いことですし、なかなか困難な課題でもありますん

で、ぜひ委員長にお願いをしまして、今年度のどこかの時点でこの市バスについて、市民の皆さ

んの交通の確保というところでは１度改めて委員会を勉強会をするということを御配慮いただけ

たらと思います。 

○西上委員長 皆さんまだまだございましたら、ここで１時間たちましたので休憩をお取りしま
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すが、皆さんいかがでしょうか。もうありませんか。ありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ありませんという声なので、以上で所管事務調査を終わります。 

 どうも皆さん、長時間にわたり御苦労さまでした。 

********************** 閉会中の継続調査事件 *********************** 

 最後に、閉会中の継続調査事件について御協議いただきます。 

 議会の閉会中において、委員会は原則として活動ができません。継続審査となった議案や請願

を除きまして閉会中の継続調査事件として付託された案件に限り、閉会中もなお継続して調査が

できることとなっております。 

 そこで、閉会中も委員会の調査が可能となるよう、厚生文教委員会の所管事項を考慮してお手

元のレジュメどおりあらかじめ付託案件を御提案しております。調査期間は調査終了までという

ことです。本定例会最終日に本会議にて付託いただくことになりますので、これらの調査事件に

ついての御協議をお願いしたいと思います。よろしいですか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、継続調査事件はレジュメの案のとおり最終日に本会議で付託いただくということで

よろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 では異議なしと認め、そのように決定をいたします。 

 以上で厚生文教委員会を閉会いたします。 

 皆様、御苦労さまでございました。 

              午後２時１１分 閉会 


